
    

 

        

日
本
語
の
「
動
物
愛
護
」
に
当
た
る

言
葉
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
英
語
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
で
は
「
動
物
た
ち

に
対
し
も
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
で
あ
れ
」 

と
い
う
言
葉
か
、「
動
物
た
ち
を
虐
待 

す
る
な
か
れ
」
と
い
う
言
葉
に
な
り
ま

す
。 古
く
は
、
日
本
の
「
生
類
憐
み
の 

令
」
で
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
動
物
虐

待
は
日
常
的
で
、
ま
た
世
界
的
に
も
あ

り
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治

時
代
に
入
り
、
文
明
開
化
の
一
端
と
し

て
、
当
時
の
日
本
の
上
流
階
級
の
人
々

が
、
特
に
手
本
と
し
て
い
た
英
国
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
の
よ
う
に
動
物
を
愛

し
、
守
り
ま
し
ょ
う
、
と
一
般
国
民
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

本
来
の
意
味
の
、
動
物
に
対
し
て
も

ヒ
ュ
ー
マ
ン
で
あ
れ
、
ま
た
、
動
物
を

人
、
動
物
た
ち
、
自
然
と
十
分
に
ふ
れ

あ
い
、
他
の
生
き
も
の
の
命
を
感
じ
、

虐
待
す
れ
る
な
か
れ
、
で
あ
れ
ば
、
国

民

の
誰
で
も
が
も
っ
と
納
得
の
い
く
、
最

大
公
約
数
と
な
り
得
た
の
で
す
。
そ
の

証
拠
に
、
欧
米
で
は
家
の
な
い
人
に
シ

ェ
ル
タ
ー
を
造
る
と
同
時
に
、
飼
い
主

の
い
な
い
捨
て
犬
、
捨
て
猫
に
は
「
ア

ニ
マ
ル
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
造
り
、
こ
こ

で
避
妊
・
去
勢
手
術
を
充
実
さ
せ
て
き

ま
し
た
。 

終
戦
後
、
連
合
軍
の
家
族
た
ち
が
、

日
本
の
た
め
に
、
犬
や
猫
の
シ
ェ
ル
タ

ー
と
病
院
を
合
わ
せ
た
も
の
を
東
京
・

千
駄
ヶ
谷
に
丸
ご
と
寄
付
し
て
く
れ
ま

し
た
。
日
本
の
組
織
的
な
シ
ェ
ル
タ
ー

の
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
で
あ
り
、
日
本
語
と

し
て
「
動
物
愛
護
協
会
」
と
訳
さ
れ
、

一
方
、
動
物
虐
待
防
止
協
会
は
、
動
物

福
祉
協
会
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
の
「
動
物
愛
護
」
は
「
私
た
ち

の
よ
う
に
動
物
を
愛
し
な
さ
い
」
で
は

な
く
、「
動
物
た
ち
に
対
し
て
も
ヒ
ュ 

ー
マ
ン
で
あ
れ
、
ま
た
動
物
た
ち
を
虐

待
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
老
若
男

女
、
誰
で
も
が
よ
く
理
解
で
き
る
最
大

公
約
数
か
ら
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
全
国
の
行
政
に
よ

る
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
ア
ニ
マ
ル
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
、
愛
護
協
会
や
福
祉

協
会
に
運
営
を
任
す
こ
と
で
す
。 

（
ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院
広
尾
病
院
院

長
、
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ニ
マ
ル
・

ボ
ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
会
長
） 
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「ヒューマン」最大公約数に 


